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著者は この問題を土壌中の養分の動態, 植物の養分吸収 , 植物の体内代謝の三つの場面にわけて考察
し, それらをむすびつけることによって有機成分の栄養的効果について有力な示唆を与えている｡
すなわち植物の直接の栄養源として有望なアミノ酸, 核酸関連物質は土壌中では分解L やすいが, 水田
土壌中には動的平衡の結果として, 少量ではあるが水稲の生育上無視できない量が常に存在することをま
ず明らかにした｡
ついでこれらの物質が根圏に存在すれば水稲は吸収し代謝すること, またその様相は生育時期によって
ことなり, 生殖生長期にはプロリンおよびウラシルの利用性が高まることなどを放射性炭素標識化合物を
用いて証明した｡
さらに土壌中の有機成分供給源の一つとして土壌微生物に注目し, そのモデルとして水田土壌の代表的
な微生物の一つである光合成細菌をとりあげ, その菌体の分解によって供給される成分が水稲の生殖生長
に良好な影響をもたらすことを示した｡
また菌体由来の有機成分のうち, 生殖生長期に利用性の高いウラシルおよびプロリンの混合物を追肥と
して与えることにより, 穀実収量が増加することを実証した｡
著者はこれら一連の研究結果から, 水田土壌中の有機成分のあるものは補助的栄養源として水稲の生育
に良好な効果をもたらす場合のあることをたくみに示唆しており, 植物栄養学ならびに土壌肥料学に寄与
するところ大なるものがある｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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